
ISPE が提供する教育用の資料について 

 

                     2018 年 3 月 日本薬剤疫学会 

 
 ISPE の Global Development Committee（GDC）では、長年の懸案として、ISPE によ

る developing countries でも利用可能な教育資材提供のあり方について議論してきました。 

 また、2014 年のアジアでの初めての ICPE（台北）からは、参加できない欧米の ISPE

メンバーに対するサービスとして、ICPE（ISPE の年会）の合同セッションやシンポジウ

ムの相当数の記録を Web を通じてメンバーに提供するサービスが開始されました。 

 2015 年から 2016 年にかけて、ISPE では、”Ad Hoc Group on ISPE Education Content 

and Strategic Priorities”を組織し、「正式メンバー（のみ）が享受できる教材を提供すると

ともに、一部の教材については無償で公開し、世界の薬剤疫学普及に貢献すべき」とする

報告書を 2016 年 4 月の Mid-Year Meeting に提出し、承認されました。 

 この決定に基づき、ISPE では Speaker consent form の変更などを行い、その上で教材

を作成し、2017 年の年会（ICPE、Montreal）までには、相当量の教材と教材提供システ

ムが完成しました。その後、無償公開システムについて若干の不備があることが明らかに

なり、この点を修正し、2017 年 12 月末に無償公開分を含めて当面の ISPE の教育用の資

材の提供システムが完成しました。 

 教材提供システム、特に無償公開部分については、当面、特に ICPE に関しては、内容

は限定されていますが、会員からの要望により拡大されることも期待されます。 

 日本薬剤疫学会の会員、特に日本薬剤疫学会を通じた ISPE 会員には積極的に教材を利用

し、その改善に向けた提案を積極的に行っていただきたいと思います。 
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Please register here (初めてのとき) 

 

$0.00 (ただし、ISPE から案内などが届く) 



5 つのセクション 

1)  ICPE Archives 

  31st  ICPE (2015) 25 本 公開版は 2 本 

 32nd ICPE (2016)  27 本公開版は 2 本 

 33rd ICPE (2017) 28 本 公開版は 1 本 

2) Mid-Year Meeting Archives  

  2015  8 本 公開版は 1 本 

 2016  10 本 公開版は 1 本 

 2017  6 本 公開版は 0 

3) ACPE Archives 

  10th ACPE 2017 (Brisbane)  25 本 全て公開 

4) An Oral History of ISPE and ICPE 

  20 本 全て公開 

5) ISPE Webinars 7 本 全て公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

32nd ICPE (2016) 公開版（水色）

は少ない 

10th ACPE (2017) 全て公開 


